
鯉・来い祭り（神浦川河川公園）

本会議の模様をケーブルテレビ デジタル 11ch（アナログ 9ch）・インターネットで生中継しています
また、インターネットでは録画中継もご覧になれます。 検 索長崎市議会
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　平成25年第１回定例会は、２月21日から３月18日までの26日間にわたって開かれ、
平成25年度一般会計予算のほか、スプリンクラー未設置のグループホームに対し、スプ
リンクラー設備設置費用や施設改修費用の無利子貸付を行う、グループホーム緊急対策
資金貸付金を盛り込んだ平成25年度一般会計補正予算など市長提出議案60件について、
それぞれ審議決定しました。（議決結果は10ページに掲載。）
　また、議員提出議案では、平成25年度一般会計予算において、新市立病院建設工事に

係るPFI事業者の当初提案の地元発注額を大きく下回っている問題に対し、提案達成に向けた速やかな対処を
求める附帯決議１件ほか、意見書１件、決議２件、規則１件及び条例１件を全会一致で可決し、決議及び意見
書については、関係機関などに対し、提出又は送付しました。
　そのほか、専決処分の報告３件などがありました。

議案番号 件　　　　名

議第１号議案 朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）に対する日本政府の厳正な対応を求める意見書について

議第２号議案 朝鮮民主主義人民共和国の核実験実施に対し厳重に抗議する決議について

議第３号議案 長崎市議会会議規則の一部を改正する規則

議第４号議案 長崎市議会委員会条例等の一部を改正する条例

議第５号議案 2020年オリンピック・パラリンピック競技大会の東京招致に関する決議について

議第６号議案 第37号議案「平成25年度長崎市一般会計予算」のうち、教育厚生委員会に付託された部分に
対する附帯決議について

　2013年２月12日に国際社会からの強い非難や制止があった
にもかかわらず、３回目の地下核実験を強行したとの報道に接
した。
　貴国は、過去２回の核実験においても国際社会の制止を無視
して地下核実験を強行し、北東アジア地域はもとより、世界全
体の平和と安全に対し重大な緊張を与えており、本市議会にお
いても、核実験に厳重に抗議し、断固として非難するとともに、
核兵器の完全廃絶及び核開発の即時放棄を強く求める決議を行
い、貴国政府に対し送付している。
　しかしながら、貴国は、昨年12月12日には明らかに国連安
保理決議に違反する長距離弾道ミサイルの発射を強行し、本年
１月には、「６カ国協議はもはや存在しない」と突き放すなど、
国連安保理において全会一致で発出した警告や世界恒久平和を
求める国際世論を無視した態度を取り続けている。このことは、
核不拡散条約（ＮＰＴ）を中心とする国際的な軍縮不拡散体制
に対する重大な脅威となる暴挙であり、断じて容認できない。
　私たち被爆地長崎の市民は、「長崎を最後の被爆地に、人類
は核兵器と共存できない」と訴え続け、かかる危険なみちを二
度と許さないために、国連憲章の平和原則を尊重し、人類の未
来に向かって核兵器廃絶の実行に踏み出すことに全力を挙げる
ことを決意しており、このようなたび重なる愚行は、被爆者を
初め、核兵器の恐怖を経験した被爆地の心情を踏みにじる暴挙
であり、激しい憤りを禁じ得ない。
　よって、被爆地長崎の市議会として、核兵器を廃絶し、世界
の恒久平和を願う立場から、貴国政府に対し、今回の核実験に
厳重に抗議し、断固として非難するとともに、改めて、一切の
核実験を中止するとともに、直ちに核兵器の完全廃棄及び核開
発の即時放棄に向けた具体的な行動をとるよう、強く求める。
　以上、決議する。
　平成25年２月21日
� 長　崎　市　議　会

　オリンピック・パラリンピック競技大会は、スポーツの
持つ力が世界中の人々に大きな感動と夢を与えるとともに、
人類の相互理解と国際平和の実現に大きく寄与してきた、
世界最大のスポーツの祭典である。
　2020年にオリンピック・パラリンピック競技大会を東
京で開催することは、東日本大震災からの復旧、復興に向
け、一丸となって取り組んでいる国民に希望と勇気を与え、
復興・再生のシンボルとして、日本社会の活性化や経済の
再建への大きな力になる。大会開催時には、力強く復興し
た安全な日本をアピールし、世界中の国々から寄せられた
温かい支援に対する感謝や敬意をあらわす好機ともなる。
　また、世界中のトップアスリートが競技に真摯に向かい
合う姿は、国民のスポーツへの関心をより一層高め、とり
わけ次世代を担う青少年にとっては、スポーツを通した友
情、連帯感、フェアプレーの精神を学ぶ機会となるととも
に、日本全体のスポーツ振興の原動力につながる。
　さらに、長年、被爆地として核兵器廃絶と世界恒久平和
を訴えてきた長崎市においても、人間の尊厳保持と平和な
社会を推進することを理念としたオリンピック・パラリン
ピック競技大会の日本開催は、大変意義深いものである。
　よって、長崎市議会は、2020年オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の東京招致を強く求めるものである。
　以上、決議する。
　平成25年３月18日
� 長　崎　市　議　会

２　月
定例会

▶朝鮮民主主義人民共和国の核実験実施に対し厳重に抗
議する決議

▶2020年オリンピック・パラリンピック競技大会の
東京招致に関する決議
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▲東京招致のロゴ



3

　

長
崎
市
は
今
、
市
庁
舎
や
県
庁
舎
、
駅
舎
や
市
立
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
施
設

の
更
新
の
時
期
を
一
度
に
迎
え
、
百
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
と
い
わ
れ
る
「
ま
ち
の

形
」
の
再
整
備
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
「
ま
ち
を
支
え
る
仕
組
み
」
も
、
従
来
の
ま
ま
で
は
機
能

し
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
あ
り
方
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
経
済
」
の
あ
り
方
も
、
よ
り
外
向
き
の
経
済
へ
の
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
大
変
化
の
時
代
」
に
は
、
次
々
と
押
し
寄
せ
る
変
化
に
的
確
に
対
応

す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
持
っ
て
い
る
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
変
化
を
先
取
り
し
、
未

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

第
四
次
総
合
計
画
に
示
し
た
「
個
性
輝
く
世
界
都
市
」
「
希
望
あ
ふ
れ
る
人
間
都

市
」
は
、
長
崎
市
が
め
ざ
す
都
市
像
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
着
実

に
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
こ
に
向
か
う
基
本
姿
勢
と
し
て
掲
げ
た
「
つ
な
が
り
と
創
造
」
と
い
う
言

葉
は
、
市
民
、
企
業
、
学
校
、
団
体
、
行
政
な
ど
長
崎
市
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
メ
ン

バ
ー
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
当
事
者
と
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
取
組
み
や
新
し
い
手
法
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
成
果
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
現
化
に
向
け
て
、
全
庁
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
11
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
、
「
世
界
都
市
」
「
人
間
都
市
」
実
現
の
た
め
の
中
核
を
な
す
も
の
と

し
て
、
「
経
済
」
「
観
光
」
「
福
祉
」
「
ま
ち
」
「
地
域
」
「
行
政
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
具
体
的
な
取
組
み
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
各
部
局
で
定
め

た
重
点
的
取
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
長
崎
の
進
化
を
し
っ
か
り
と
「
形
」

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
崎
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
方
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
や
り
方
、
仕
組
み
、
ル
ー
ル
な

ど
を
模
索
し
な
が
ら
、
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
力
を
つ
け
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
、
長
崎
ら
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
と
な
る
た
め
に
、
私
は
も
ち
ろ

ん
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
第
四
次
総
合
計
画
が
め
ざ
す
都
市
像
で
あ
る
「
個
性
輝
く
世
界
都

市
」
「
希
望
あ
ふ
れ
る
人
間
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

施

政

方

針
（
抄
）

　
2
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
、
こ
の
1
年
の
市
政
運
営
の
基

本
方
針
や
政
策
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

質

般

一

問

　
2
月
定
例
会
で
は
、2
月
26
日
か
ら
3
月
4
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
り
、会
派
代
表
質
問（
6

人
）及
び
個
人
質
問（
8
人
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
派
代
表
質
問
に
つ
い
て
は
会
派
ご
と
に
2
項
目
、個
人
質
問
に
つ
い
て
は
議
員
ご
と
に
1
項

目
、合
計
20
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

	

他
都
市
の
火
災
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
火
災
発
生
か
ら
現
在
ま

で
の
状
況
と
今
後
の
対
応
及
び
当
該
施
設
の

違
法
状
態
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、

市
の
責
任
は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

	

他
都
市
の
火
災
を
受
け
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
の
設
置
義
務
の
拡
大
や
設
置
義
務

の
な
い
施
設
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
整
備
を
促
進
し
て
き
た
。
今
回
の
火
災

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
、
注
意
喚

起
の
文
書
通
知
、
緊
急
立
ち
入
り
検
査
等
を
行

う
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
補
助
額

の
拡
大
等
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
再
発
防
止
の
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
違
反

し
た
事
項
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
是

正
指
導
後
の
徹
底
し
た
指
導
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
強
く
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

	

建
設
事
業
費
約
200
億
円
と
平
成
24
年
度

末
で
建
設
整
備
基
金
約
110
億
円
の
差
額
を
ど

う
捻
出
す
る
か
。
ま
た
、
公
会
堂
と
公
会
堂

前
公
園
の
建
設
場
所
の
決
定
及
び
新
市
庁
舎

の
青
写
真
を
示
す
時
期
は
い
つ
な
の
か
。

	

財
源
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
年
度
か
ら

基
金
を
設
置
し
積
み
立
て
て
お
り
、
今
後
も

財
政
状
況
の
許
す
範
囲
で
積
み
増
し
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
想
定
し
て
い
る
事
業
費
の
縮

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
利
な
起
債
の
活

用
に
よ
り
、
市
民
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う

努
め
た
い
。
新
た
な
文
化
施
設
と
公
会
堂
前

公
園
に
代
わ
る
公
園
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

問答

問答

（
代
表
質
問
）

市
民
ク
ラ
ブ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
の
対
応

市
庁
舎
建
設

☞会派代表質問・・・長崎市議会では、所属議員２人以上の会派から、会派を代表した議員が一般質問を行っています。
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現
市
庁
舎
跡
地
を
念
頭
に
考
え
、
都
心
部
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
型
事
業
の
動
向

に
も
留
意
し
な
が

ら
、
整
備
す
る
場

所
や
時
期
を
確
定

し
た
い
。
ま
た
、

新
市
庁
舎
の
青
写

真
は
、
現
在
の
予

定
で
は
平
成
27
年

度
中
に
お
示
し
し

た
い
。

	

世
界
新
三
大
夜
景
都
市
認
定
を
機
に
、

夜
景
観
光
を
主
体
と
し
た
滞
在
型
観
光
客
の

増
加
に
向
け
、
積
極
的
な
対
応
を
講
じ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
平
成
25
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

	

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
利
用
者
を
ス
ム
ー
ズ

に
誘
導
す
る
た
め
の
電
照
看
板
の
淵
神
社
駅

舎
入
口
へ
の
設
置
や
、
老
朽
化
し
た
淵
神
社

待
合
所
の
建
て
替
え
に
向
け
た
実
施
設
計
、

中
腹
駐
車
場
と
稲
佐
山
展
望
台
を
結
ぶ
遊
歩

道
の
再
整
備
、
鍋
冠
山
公
園
と
立
山
公
園
の

展
望
台
の
再
整
備
等
を
行
う
予
定
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
夜
景
都
市
間
の
交
流
と
し
て
、

本
市
と
と
も
に
世
界
新
三
大
夜
景
都
市
に
認

定
さ
れ
た
モ
ナ
コ
と
協
力
関
係
を
築
く
こ
と

に
よ
り
、
長
崎
の
夜
景
を
広
く
世
界
に
向
け

て
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

重
要
施
策
の
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
、
組
織
機
構
の
シ
ン
プ
ル
化
に
よ
る

組
織
全
体
の
活
力
等
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
、
職
員
力
を
高
め
る
た
め
の
課
題
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

長
崎
市
都
市
経
営
会
議
等
で
重
要
施
策

の
意
思
決
定
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

最
適
な
政
策
判
断
を
行
う
た
め
の
手
順
を
踏

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
は
重
要

で
あ
る
た
め
、
政
策
決
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
適
正
に
行
う
よ
う
指
示
し

て
い
る
。
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
簡
素
で

あ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
行
政
課
題
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
効
率
的

に
事
務
事
業
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
に
努

め
て
い
る
。
職
員
力
に
つ
い
て
は
、「
自
ら

考
え
る
力
を
向
上
さ
せ
る
」「
組
織
目
標
の

設
定
及
び
共
有
化
を
徹
底
す
る
」「
仕
事
の

実
践
力
を
強
化
す
る
」
こ
と
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
意
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

	

本
市
存
置
に
向
け
た
さ
ら
に
強
い
意
志

を
県
に
示
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
大
村

市
と
機
能
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
報
道
を
受

け
て
の
今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

	

県
議
会
一

般
質
問
に
お
い

て
、
県
教
育
長

か
ら
は
結
論
に

は
至
っ
て
い
な

い
と
の
答
弁
が

あ
っ
て
い
る
。

県
立
図
書
館
の

機
能
・
役
割
を

最
大
限
発
揮
す

る
た
め
に
は
県

都
長
崎
市
に
あ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
本
市
の
強
い
意
志
は

今
も
一
貫
し
て
い
る
。
県
が
ど
の
よ
う
な
結

論
を
出
す
の
か
、
今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

※
２
月
26
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
あ
り
、

県
教
育
委
員
会
よ
り
３
月
７
日
、
新
県
立
図

書
館
は
旧
大
村
署
跡
地
に
移
転
し
、
現
在
地

に
は
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
い

う
分
散
化
の
基
本
方
針
案
が
発
表
さ
れ
た
。

	

介
護
保
険
制
度
の
導
入
か
ら
既
に
12
年

が
経
ち
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
も
高

齢
化
す
る
中
、
今
回
の
火
災
を
受
け
、
顕
在

化
し
た
問
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

	

今
回
の
火
災
に
お
い
て
は
、
建
築
基
準

法
に
違
反
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
平
成
22
年

に
是
正
指
導
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
徹
底

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

多
く
の
改
善
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
の
対

策
と
し
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設

置
義
務
が
な
い
施
設
に
対
し
、
市
独
自
の
無

利
子
貸
付
等
の
制
度
の
創
設
、
施
設
の
指

定
・
更
新
の
際
の
体
制
づ
く
り
及
び
建
築
基

準
法
の
適
合
状
況
を
確
認
で
き
る
独
自
の
報

告
制
度
等
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。
今
後
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
火
災
に

お
け
る
問
題
点
等
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
再

発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

問答

問答

問答

▲新市庁舎建設場所となった公会堂

▲現長崎県立長崎図書館

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
を
受
け
て
の

安
全
対
策

職
員
力
と
組
織
機
構
の
あ
り
方

明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

世
界
新
三
大
夜
景
都
市
認
定
を
契
機

と
し
た
夜
景
観
光
の
推
進

公
　
明
　
党

県
立
図
書
館
の
本
市
存
置

☞個人質問・・・長崎市議会では、会派持ち時間の範囲内で、事前に質問通告した議員が一般質問を行っています。
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平
成
25
年
度
末
で
新
市
庁
舎
建
設
整
備

基
金
は
約
120
億
円
を
保
有
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
残
り
の
事
業
資
金
に
つ
い
て
、

新
市
庁
舎
に
市
民
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、

住
民
参
加
型
市
場
公
募
地
方
債
い
わ
ゆ
る
市

民
債
を
発
行
す
る
考
え
は
な
い
の
か
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

	

市
民
債
の
発
行
に
は
、
起
債
に
係
る
引

受
手
数
料
や
元
利
金
支
払
手
数
料
及
び
Ｐ
Ｒ

経
費
等
の
新
た
な
コ
ス
ト
が
生
じ
る
が
、
住

民
の
行
政
参
加
意
識
の
高
揚
、
住
民
に
対
す

る
施
策
の
Ｐ
Ｒ
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今

後
、
各
自
治
体
で
の
発
行
状
況
等
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
販
売
方
法
、
発
行
年
限
、

利
率
の
設
定
等
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
か
ら

情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、
市
庁
舎
建
設
事
業

に
お
け
る
市
民
債
の
導
入
に
向
け
て
、
前
向

き
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	

銅
座
川
の
暗
渠
は
、
補
修
後
30
年
近
く

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
、

早
急
な
取
り
組
み
を
求
め
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

銅
座
地
区
は
、
浸
水
、
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
、
住
宅
の
密
集
に
よ
る
火
災
の
危
険
性

の
問
題
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
こ
う
し
た
問
題
の
解
消
が
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。
銅
座
川
暗
渠
を
占
有
す
る
銅

座
市
場
及
び
思
案
橋
商
店
街
組
合
並
び
に
周

辺
の
自
治
会
に
対
し
て
は
、
今
後
の
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
両

組
合
に
対
し
て
は
、
市
場
や
店
舗
の
移
転
も

含
め
て
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
一
定
の
理
解

を
得
て
い
る
。
今
後
、
よ
り
具
体
的
な
協
議

を
行
う
た
め
、
建
物
調
査
費
等
を
予
算
計
上

し
て
お
り
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

	

や
す
ら
ぎ
伊
王
島
と
の
指
定
管
理
期
間

が
満
了
す
る
平
成
27
年
度
末
を
前
に
、
い
つ

ま
で
ホ
テ
ル
業
を
継
続
さ
せ
る
の
か
判
断
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
投
資
額
と

指
定
管
理
者
か
ら
の
納
付
金
と
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
適
切
な
財
政
負

担
で
な
い
と
考
え
る
が
、
将
来
構
想
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

	

平
成
18
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
６
年

間
で
、
納
付
金
が
約
１
億
８
，
８
０
０
万
円

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
改
修
・
修
繕
費
用
は

約
２
億
７
，
０
０
０
万
円
か
か
っ
て
お
り
、

今
後
５
年
間
で
は
さ
ら
に
約
３
億
円
か
か
る

見
込
み
で
あ
る
。
今
後
は
、
確
か
な
運
営
能

力
を
持
つ
民
間
事
業
者
へ
所
有
権
を
移
管
す

る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
、

継
続
も
し
く

は
売
却
の
方

向
性
を
速
や

か
に
決
定
し

た
い
と
考
え

て
い
る
。

	
長
崎
駅
周
辺
の
再
整
備
に
よ
り
長
崎
駅

が
移
動
し
、
そ
こ
に
新
た
な
商
業
拠
点
が
で

き
れ
ば
、
現
駅
前
商
店
街
の
衰
退
は
目
に
見

え
て
い
る
。
駅
と
商
店
街
が
連
携
で
き
る
地

下
の
利
用
等
を
含
め
、
周
辺
整
備
地
域
に
隣

接
す
る
商
店
街
の
振
興
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

	

新
長
崎
駅
は
、
駅
舎
東
側
か
ら
駅
前
商

店
街
方
面
へ
は
国
道
を
平
面
で
横
断
す
る
地

上
レ
ベ
ル
で
の
動
線
を
基
本
的
に
考
え
て
い

る
。
地
下
で
つ
な
ぐ
考
え
は
、
経
済
性
や
防

犯
面
、
防
災
性
な
ど
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

実
現
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
対

策
と
し
て
は
、
県
と
共
同
で
策
定
中
の
長
崎

駅
周
辺
エ
リ
ア
整
備
計
画
を
平
成
24
年
度
中

に
作
り
上
げ
、
西
坂
方
面
等
へ
の
回
遊
ル
ー

ト
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
、
駅
前
商
店
街

等
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

	

入
札
時
に

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事
業
者

か
ら
提
案
さ
れ

た
地
元
業
者
へ

の
発
注
比
率
は

60
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
段

階
で
守
ら
れ
て

い
る
の
か
。

	

既
に
完
了

し
た
設
計
業
務
の
地
元
発
注
は
、
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事

業
者
の
提
案
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

建
設
業
務
、
解
体
業
務
は
、
平
成
27
年
度
ま

問答

問答問

答問

答問答

銅
座
川
の
暗あ

ん
渠き

ょ
占
用
へ
の
対
応

長
崎
駅
周
辺
再
整
備
の
課
題

自
由
民
主
党

新
市
庁
舎
建
設
に
係
る
市
民
債
の
発

行

長
崎
市
民
会
議

や
す
ら
ぎ
伊
王
島
の
将
来
構
想

新
　
風
　
会

新
市
立
病
院
建
設
の
工
事
発
注
等

▲やすらぎ伊王島

▲新市立病院完成予想図
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で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
下

請
業
者
と
の
契
約
が
完
了
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
地
元
業
者
に
対
す

る
発
注
を
優
先
し
、
提
案
額
の
達
成
に
向
け

て
の
努
力
は
し
て
い
る
が
、
提
案
額
達
成
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
と
の
報
告
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
よ
り
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事
業
者
に
対
し
地
元
業
者
発
注
額
の

確
保
に
努
め
て
い
く
よ
う
強
く
指
導
し
て
い

き
た
い
。

	

国
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給

措
置
に
準
じ
て
地
方
公
務
員
給
与
も
削
減
す

る
よ
う
要
請
し
、
既
に
地
方
交
付
税
を
減
額

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、
復
興
財
源
捻

出
の
た
め
国
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
て
い
る
が
、
地
方
固
有
の
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
を
減
額
す
る
こ
と
は
、

地
方
分
権
の
側
面
に
お
い
て
幾
つ
か
の
問
題

が
あ
り
、
今
後
の
地
方
自
治
の
行
方
に
対
し

強
い
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
実
と
し
て
、
平
成
25
年
度
の
地
方
財
政
計

画
で
、
国
同
様
の
給
与
削
減
を
前
提
と
し
た

地
方
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
た
め
、
給
与

を
削
減
し
な
か
っ
た
場
合
に
及
ぼ
す
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
慎
重

に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

	

現
在
の
福
祉
医
療
費
制
度
で
は
、
精
神

障
が
い
者
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

本
市
議
会
と
し
て
も
精
神
障
が
い
者
を
そ
の

支
給
対
象
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
請
願
を
、
全

会
一
致
で
採
択
し
た
経
緯
等
が
あ
る
が
、
そ

の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

精
神
障
害
者
を
本
制
度
の
対
象
と
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
県
と
県
内
各
市
町
で
構
成

す
る
長
崎
県
福
祉
医
療
制
度
検
討
協
議
会
で

協
議
を
行
っ
た
り
、
県
に
対
し
本
制
度
へ
の

補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出

し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
県
の
平
成

25
年
度
当
初
予
算
案
に
、
新
た
に
精
神
障
害

者
手
帳
１
級
所
持
者
の
通
院
を
対
象
と
す
る

な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
は
、

医
療
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
現
物
給
付
方

式
に
よ
り
、
10
月
か
ら
本
制
度
の
運
用
を
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

長
崎
駅
周
辺
の
再
整
備
や
新
市
立
病
院

建
設
等
に
よ
り
、
長
崎
の
ま
ち
が
大
き
く
変

化
し
よ
う
と
す
る
中
、
都
市
再
生
に
係
る
交

通
体
系
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

特
に
、
築
町
で
乗
り
換
え
が
必
要
な
、
浦
上

方
面
か
ら
南
山
手
間
の
路
面
電
車
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
検
討
で
き
な
い
か
。

	

公
共
交
通
網
の
見
直
し
等
は
重
要
な
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
・
市
一
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
再
生
総
合
整
備
事

業
の
中
で
、
各
事
業
の
進
展
に
合
わ
せ
た
適

切
な
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。
路
面
電
車
の
運
行
体

系
の
見
直
し
は
、
出
島
電
停
と
市
民
病
院
前

電
停
の
直
結
案
や
出
島
方
面
か
ら
市
民
病
院

方
面
へ
の
右
折
案

な
ど
を
検
討
し
て

い
る
が
、
道
路
交

通
や
沿
線
の
建
物

へ
の
影
響
、
運
行

体
制
等
の
課
題
も

あ
り
、
今
後
も
課

題
解
決
へ
向
け
、

努
力
し
て
い
き
た

い
。

	

被
爆
直
後
に
ア
メ
リ
カ
の
調
査
団
が
測

定
し
た
デ
ー
タ
か
ら
推
定
線
量
を
試
算
し
た

結
果
、
未
指
定
地
域
の
被
曝
線
量
は
、
本
市

が
算
出
し
た
被
曝
線
量
の
倍
で
あ
り
、
健
康

影
響
が
否
定
で
き
な
い
と
い
う
、
医
師
の
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
を
新
た
な
科

学
的
知
見
と
し
て
検
証
し
、
被
爆
地
域
の
是

正
・
拡
大
を
国
へ
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

国
・
県
・
市
を
被
告
と
す
る
福
岡
高
等

裁
判
所
で
係
争
中
の
被
爆
体
験
者
訴
訟
第
一

陣
の
控
訴
審
に
お
い
て
、
医
師
の
研
究
成
果

に
基
づ
く
意
見
書
が
、
現
在
、
原
告
側
の
新

し
い
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

意
見
書
は
、
係
争
中
の
訴
訟
の
争
点
で
あ
り
、

原
告
及
び
被
告
の
利
害
に
関
わ
る
た
め
、
コ

メ
ン
ト
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

	

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
委
託
し

て
民
生
委
員
が
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
訪

問
し
、
日
常
生
活
の
相
談
等
を
行
う
友
愛
訪

問
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の
活
動

の
軽
減
の
た
め
、
他
都
市
で
行
っ
て
い
る
職

員
が
高
齢
者
を
訪
問
す
る
活
動
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の

安
否
確
認
事
業

と
し
て
、
友
愛

訪
問
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
や
ご
み

の
戸
別
収
集
な

ど
に
よ
る
安
否

問答

問答問

答問

答問答

職
員
給
与
の
削
減

都
市
再
生
に
係
る
交
通
体
系

被
爆
地
域
の
是
正
・
拡
大

職
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

訪
問

（
個
人
質
問
）

市
民
ク
ラ
ブ

精
神
障
が
い
者
の
福
祉
医
療
費
制
度

▲築町電停
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確
認
、
緊
急
通
報
シ
テ
ム
に
よ
る
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
販
売
店
等
と
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。
今

後
も
、
自
治
会
、
民
生
委
員
な
ど
の
地
域
の

関
係
者
と
協
働
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
支
え
合
い
の
支
援
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。
職
員
に
よ
る

訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と

し
て
検
討
し
た
い
。

	

消
防
団
が
市
内
中
心
部
に
お
い
て
、
天

候
、
時
間
、
周
囲
へ
の
騒
音
な
ど
を
気
に
せ

ず
夜
間
訓
練
や
放
水
訓
練
が
で
き
る
よ
う
に
、

環
境
が
整
っ
た
場
所
や
施
設
の
確
保
が
で
き

な
い
か
。

	

訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
火
災

予
防
運
動
期
間
中
や
年
間
を
通
じ
て
、
管
轄

区
域
内
の
訓
練
に
適
し
た
場
所
で
実
施
し
て

い
る
。
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の

道
路
交
通
事
情
な
ど
を
考
慮
し
て
、
訓
練
場

所
と
し
て
必
要
な
場
合
は
、
関
係
者
と
借
用

に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。
今
後
は
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
自
治
会
等
と
の
合

同
訓
練
の
実
施
な
ど
、
地
域
と
相
互
に
顔
の

見
え
る
関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

消
防
団
と
も
連
携
を
図
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
適
地
確
保
や
訓
練
の
実
施
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

自
治
会
が
行
っ
て
い
る
公
園
清
掃
に
対

し
て
は
、
本
市
か
ら
長
崎
市
保
健
環
境
自
治

連
合
会
を
通
し
て
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
補
助
金
は
、
都
市
公
園
が
対
象
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
元
の
方
々

が
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
公
園
は
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

	

自
治
会
に
よ
る
公
園
清
掃
に
つ
い
て
は
、

月
１
回
以
上
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
自
治
会

に
対
し
、
公
園
の
面
積
に
応
じ
て
、
月
額
３
，

３
０
０
円
か
ら
５
，
１
０
０
円
の
範
囲
内
に

お
い
て
補
助
金
を
支
出
し
て
お
り
、
平
成
23

年
度
は
、
369
公
園
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
公
園
清
掃
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
既

に
利
用
さ
れ
て
い
る
都
市
公
園
な
ど
で
、
自

治
会
が
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
自
治
会
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

	

期
日
前
投
票
の
際
に
記
入
す
る
宣
誓
書

を
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
に
印
刷
し
て
配
付

し
、
事
前
に
記
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
本
市
で
も
こ
の

手
法
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

宣
誓
書
の
印
刷
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
は
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
県
内
で
は
５

市
２
町
で
導
入
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
期

日
前
投
票
所
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
い
た
め
、
裏
面
に
は
期
日
前
投
票
の
案
内

を
印
刷
し
て
い
る
。
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

宣
誓
書
が
は
が
き
大
と
な
る
た
め
に
記
入
欄

が
小
さ
く
な
り
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
に

と
っ
て
は
記
入
し
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
宣
誓
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
な
ど
し
て
事
前

に
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
手
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
庁
、
行
政
セ
ン
タ
ー

及
び
支
所
等
に
は
事
前
に
宣
誓
書
を
配
付
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

国
の
登
録
文
化
財
と
し
て
意
見
具
申
を

行
っ
て
い
る
が
、
被
爆
遺
構
と
し
て
の
重
要

性
を
考
え
る
と
、
指
定
文
化
財
を
目
指
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

被
爆
遺
構
の
指
定
文
化
財
登
録
は
、
国

も
今
ま
で
に
経
験
が
な
い
た
め
、
専
門
家
に

よ
る
綿
密
な
調
査
や
検
討
が
必
要
に
な
る
。

登
録
文
化
財
の
手
続
き
を
進
め
、
被
爆
遺
構

の
歴
史
的
な
重
要
性
を
訴
え
て
い
く
中
で
、

被
爆
遺
構
に
対
す
る
国
の
認
識
も
深
ま
り
、

指
定
文
化
財
へ
の
道
筋
も
早
ま
っ
て
い
く
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
登
録
文
化
財
に
向
け

て
取
り
組
み
な
が
ら
、
将
来
は
指
定
文
化
財

に
す
る
と
い
う
強
い
決
意
を
持
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

※
登
録
文
化
財
は
、
届
け
出
制
で
あ
り
、
指
導

や
助
言
を
基
本
と
す
る
緩
や
か
な
保
護
措
置

が
あ
る
。
指
定
文
化
財
は
、
特
に
重
要
な
も

の
を
厳
選
し
て
許
可
す
る
も
の
で
、
国
か
ら

の
厳
し
い
規
制
や
手
厚
い
保
護
が
あ
る
。

問答

問答

問答

問答

公
園
行
政
の
あ
り
方

城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
等
の
国
指
定

文
化
財
へ
向
け
た
考
え
方

▲公園清掃

明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

消
防
団
の
訓
練
施
設
の
環
境
整
備

公
　
明
　
党

期
日
前
投
票
に
お
け
る
投
票
所
入
場

券
の
活
用
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委
員
会
で
は
、
歳
出
歳
入
等
の
詳
細
な
内

容
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
た
検
討
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
、
自
治
会
に
お
け
る
募
金
、

自
治
会
加
入
の
義
務
化
に
つ
い
て
検
討
課
題

に
し
て
ほ
し
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

利
用
範
囲
拡
大
と
更
新
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ほ
し
い
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
競

技
力
向
上
対
策
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
の

た
め
に
も
継
続
に
努
め
て
ほ
し
い
、
消
防
施

設
等
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意

見
を
十
分
に
聞
い
て
ほ
し
い
、
合
併
地
区
に

お
け
る
市
町
村
建
設
計
画
等
に
係
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
、
避

難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
女
性
の
視
点
に

立
っ
た
施
設
整
備
に
努
め
て
ほ
し
い
、
局
長

ま
た
は
政
策
監
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現

に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
、
収

入
増
に
向
け
て
、
企
業
誘
致
及
び
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
全
力
を
注
い
で
ほ
し
い

と
の
要
望
を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、

異
議
な
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に
よ

る
地
元
企
業
へ
の
発
注
提
案
額
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
新
市
立
病
院

建
設
事
業
の
財
源
と
な
る
長
崎
市
立
病
院
機

構
へ
の
負
担
金
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
審
査

に
先
立
ち
、
同
病
院
建
設
の
工
事
発
注
等
に

つ
い
て
の
所
管
事
項
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
考
人
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者

な
ど
に
出
席
要
請
し
、
契
約
不
履
行
の
認
識

な
ど
に
つ
い
て
質
す
と
と
も
に
、
理
事
者
に

対
し
、
今
後
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
質
す

な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
委
員
間
討
議
に

お
い
て
も
種
々
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
が
提
案
を
達

成
す
る
よ
う
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
元
企
業
へ
の
発
注
提
案
額
を
達

成
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
へ
的
確
な
指

示
を
行
い
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
の
確
約
と

計
画
に
つ
い
て
、
６
月
定
例
会
ま
で
の
本
委

員
会
へ
の
報
告
な
ど
を
求
め
る
旨
の
附
帯
決

議
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
商
工
費
に
お
い
て
、
長
崎
南
商
業
高
校
跡

地
を
企
業
立
地
用
地
と
し
て
整
備
す
る
た
め

の
企
業
立
地
用
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
造

成
地
内
の
多
目
的
広
場
、
道
路
、
法
面
等
を

市
が
保
有
・
管
理
す
る
こ
と
の
妥
当
性
と
企

業
へ
無
償
譲
渡
す
る
考
え
の
有
無
、
防
犯
灯

や
防
火
水
槽
な
ど
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

立
地
企
業
決
定
後
に
企
業
の
要
望
を
踏
ま
え

て
整
備
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

こ
の
点
、
理
事
者
か
ら
、
法
面
に
つ
い
て
は

企
業
誘
致
の
交
渉
段
階
で
当
該
企
業
の
所
有

に
で
き
な
い
か
協
議
し
て
い
き
た
い
、
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
適
宜
議
会
へ
報
告
し
な

が
ら
適
切
な
事
業
執
行
に
努
め
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
同
校
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
に

よ
り
想
定
し
て
い
る
雇
用
人
数
、
周
辺
道
路

の
整
備
に
係
る
県
と
の
協
議
状
況
に
つ
い
て

質
す
な
ど
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
早
急
に
企
業
を
誘
致
し
、
そ

の
間
、
で
き
る
だ
け
本
市
の
負
担
を
抑
え
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望

を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
異
議
な
く

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
土
木
費
に
お
い
て
、
密
集
市
街
地
な
ど
の

斜
面
地
に
お
い
て
、
住
民
の
居
住
環
境
の
改

善
と
防
災
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
車
み
ち

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
整
備
に
当
た
っ
て
の

地
元
自
治
会
と
の
協
議
状
況
、
用
地
取
得
に

際
し
て
の
分
筆
登
記
費
用
の
負
担
に
つ
い
て

質
す
な
ど
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
車
み
ち
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
定
住
人
口
の
増
に
つ
な
が
る
よ
う
、
同

整
備
の
早
期
完
成
を
図
り
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
と
と
も
に
、
整
備
条
件
が
整
っ
た
地
域

に
つ
い
て
は
早
期
の
対
応
整
備
を
し
て
ほ
し

い
、
ま
た
、
市
域
全
体
に
お
い
て
施
策
の
振

興
を
図
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
路
線
バ
ス

運
行
対
策
に
つ
い
て
は
、
路
線
継
続
を
前
提

に
、
経
費
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
直
し
を
図
っ
て
ほ
し
い
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
費
に
つ
い
て
は
、

継
続
的
な
事
業
に
し
て
ほ
し
い
、
老
朽
危
険

空
き
家
に
つ
い
て
、
除
却
費
補
助
金
等
の
活

用
に
よ
り
、
行
政
代
執
行
へ
至
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を

付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
異
議
な
く
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
総
務

委
員
会
所
管
部
分
を
可
決

総

務

委

員

会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
教
育

厚
生
委
員
会
所
管
部
分
に
附
帯
決
議
を
付

し
て
可
決

教
育
厚
生
委
員
会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
環
境

経
済
委
員
会
所
管
部
分
を
可
決

環
境
経
済
委
員
会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
建
設

水
道
委
員
会
所
管
部
分
を
可
決

建
設
水
道
委
員
会

◎　

２
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
主
な
内
容　

◎
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平成24年第１回定例会（２月定例会）で設置された各特別委員会が調査を終了し、調査結果を報告しました。
その検討状況及び要旨などは次のとおりです。

特別委員会からの報告

委員会名 検討状況・要旨

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　市庁舎建設に向けた諸問題を把握し、市民の信頼
と安心に応えることのできる新たな庁舎のあるべき
姿について調査し、鋭意検討を行いました。
　その結果、建設場所を早急に決定すること、建物
は１棟集約が望ましいこと、公会堂の機能確保の必
要性とあわせて結論を出すよう要望したところ、本
年１月、市庁舎の建て替え場所は、現在の公会堂及
び公会堂前公園の敷地とすることや、新たな文化施
設は、現市庁舎敷地での整備を念頭に考えることな
ど、市長の考えが示されました。
　今後は、市民への説明責任を果たし、幅広い意見
を聞き入れる機会を設けること、また、新庁舎に備
えるべき機能の精査、指定容積率の見直しを踏まえ
つつ、適切な庁舎規模の検討を深めるとともに、コ
スト削減を図り、市民債の活用なども検討に入れ、
財源確保に努め、あわせて、新たな文化施設の機能
及び規模についても検討するよう要望しました。

国
際
観
光
戦
略
特
別
委
員
会

　経済発展著しいアジア諸国の活力を取り込むため、本市の国際観光及び海外販路開拓・拡大の現状
と課題を把握し、今後のアジアへの国際戦略の方向性について、調査検討を行いました。
　その結果、海外からの誘客の拡大につながるよう、海外のニーズに応じた施策の推進やリスク回避
の視点を含めた国際情勢の変化への対応を行いながら、特に、ＩＣＴを活用した情報発信や着地情報
の提供、食・まち歩き・世界遺産候補資産などにおける外国人向けで長崎らしい素材の魅力の向上に

ついて取り組むことを強く要望しました。
　また、沖縄県・尖閣諸島をめぐる日中関係の悪化などの影響か
ら、長崎上海航路が長期休止に追い込まれましたが、中国を初め
アジア諸国と地理的・歴史的にも関わりの深い本市が率先して交
流を盛んにすることは非常に重要であるため、今後も誘致活動や
受け入れ体制の整備について、県や関連する民間事業者と十分に
連携を図りながら事業を継続することを求めました。

福
祉
対
策
特
別
委
員
会

　斜面地に居住する住民の高齢化や斜面地からの人口の流出により疲弊した地域でも住み続け、どこ
に住んでいても、その人にとって適切な医療・介護・福祉サービス等が、住みなれた地域で継続的・
一体的に受けることのできる体制（地域包括ケアシステム）の充実を強く要望しました。あわせて、
本市は斜面地という特有の条件があるため、医療・介護・福祉サービス等の充実を図るには道路整備
は近々に取り組む課題であり、斜面市街地整備事業や大規模な道路事業だけでなく、地域住民からの
道路整備、拡充等に対する要望などには、現地の調査や聞き取りを十分に行い、福祉の充実を念頭に
置いた観点から住環境整備に取り組むことを求めました。また、近年の経済状況で多くの若者が就職
して社会に適応し、安定した社会生活を送ることが困難になってきて
いるため、就労支援に引き続き努めることを要望しました。
　なお、長期間の就職活動により就労意欲を喪失している者、就労に
対する意識が低下している者、ひきこもりや不登校など若者が抱える
問題も深刻化しているため、今後、就労に至るまでの若者に対する支
援については、情報の共有等を全庁的に進め、関係部局だけにとどま
らず、国、県などの関係機関とも連携を密に行い、総合的な支援体制
を整備し、無料職業紹介所の設置など他都市の先進事例を十分に研究
し、若者が円滑に社会生活を送り、地域の中でも生き生きと活動がで
きるような支援の検討を求めました。

▲新市庁舎の建て替え概要図

▲済州島で海外からの観光客誘致の取り組みを行政視察

▲尾道市地域包括支援システムを行政視察
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議案番号 件　　　　　　名 付託委員会 審議結果

第１号議案 長崎市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準
等を定める条例 教育厚生委員会 原案可決

第２号議案 長崎市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例 〃 〃
第３号議案 長崎市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 〃
第４号議案 長崎市地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 〃
第５号議案 長崎市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 〃
第６号議案 長崎市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 〃

第７号議案 長崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定
める条例 〃 〃

第８号議案 長崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
等を定める条例 〃 〃

第９号議案
長崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護
予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例

〃 〃

第10号議案
長崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例

〃 〃

第11号議案 固定資産評価員の選任について 委員会付託省略 同　 意
第12号議案 人権擁護委員の候補者の推薦について 〃 〃
第13号議案 長崎市新型インフルエンザ等対策本部条例 教育厚生委員会 原案可決
第14号議案 長崎市心田庵条例 環境経済委員会 〃
第15号議案 長崎市空き家等の適正管理に関する条例 建設水道委員会 〃
第16号議案 長崎市実費弁償条例の一部を改正する条例 総 務 委 員 会 〃

第17号議案 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一部を
改正する条例 教育厚生委員会 〃

第18号議案 長崎市職員退職手当条例等の一部を改正する条例 総 務 委 員 会 〃
第19号議案 長崎市児童館条例の一部を改正する条例 教育厚生委員会 〃
第20号議案 長崎市企業立地奨励条例の一部を改正する条例 環境経済委員会 〃
第21号議案 長崎市中央卸売市場業務条例の一部を改正する条例 〃 〃
第22号議案 長崎市道路占用料条例の一部を改正する条例 建設水道委員会 〃
第23号議案 長崎市営住宅条例の一部を改正する条例 〃 〃
第24～ 25号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 総 務 委 員 会 〃

第26号議案 長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合
の規約の変更に関する協議について 委員会付託省略 〃

第27号議案 土地の処分について 総	務	委	員	会 〃
第28号議案 公有水面埋立てに関する意見について 環境経済委員会 〃
第29号議案 市道路線の認定について 建設水道委員会 〃
第30号議案 包括外部監査契約の締結について 総	務	委	員	会 〃
第31～ 36号議案 平成24年度長崎市一般会計補正予算（第６号）ほか特別会計５件の補正予算 所管の各常任委員会 〃
第37～ 51号議案 平成25年度長崎市一般会計予算ほか特別会計12件、事業会計2件の予算 〃 	　〃(※)
第52号議案 長崎市手数料条例の一部を改正する条例 総 務 委 員 会 〃
第53号議案 工事の請負契約の一部変更について 〃 〃
第54号議案 監査委員の選任について 委員会付託省略 同　 意
第55～ 57号議案 平成24年度長崎市一般会計補正予算（第７号）ほか事業会計２件の補正予算 所管の各常任委員会 原案可決
第58～ 60号議案 平成25年度長崎市一般会計補正予算（第１号）ほか事業会計２件の補正予算 〃 〃

２月定例会の議決結果

（※）教育厚生委員会において附帯決議を可決
　　　　　　　　　　　すべての議決結果については、長崎市議会ホームページをご覧ください。



11

常
任
・
議
会
運
営
・
特
別
委
員
会
の
構
成

　
今
回
の
定
例
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
委
員
が

新
た
に
選
任
さ
れ
、
各
委
員
会
に
お
い
て
委
員
の
互
選
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
委
員
長
及
び
副
委
員

長
を
選
出
し
ま
し
た
。�

（
五
十
音
順
、
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
）

常
 

任

 

委

 

員

 

会

議
会
運
営
委
員
会

特 

別 

委 

員 

会

総
務
委
員
会

◎	
浦　
川　
基　
継

○	
山　
本　
信　
幸

　

	

板　
坂　
博　
之

　

	

梅　
原　
和　
喜

　

	

梶　
村　
恒　
男

　

	

源　
城　
和　
雄

　

	

佐　
藤　
正　
洋

　

	

野　
口　
達　
也

　

	

向　
山　
宗　
子

　

	

吉　
原　
　
　
孝

環
境
経
済
委
員
会

◎	

岩　
永　
敏　
博

○	

中　
村　
俊　
介

　

	

浅　
田　
五　
郎

　

	

五　
輪　
清　
隆

　

	

井　
上　
重　
久

　

	

武　
次　
良　
治

　

	

中　
村　
照　
夫

　

	

久　
　
　
八
寸
志

　

	

深　
堀　
義　
昭

　

	

毎　
熊　
政　
直

◎	

井　
上　
重　
久

○	

筒　
井　
正　
興

　

	

久　
　
　
八
寸
志

　

	

毎　
熊　
政　
直

　

	

吉　
原　
　
　
孝

　

	

吉　
村　
正　
寿

教
育
厚
生
委
員
会

◎	

吉　
村　
正　
寿

○	

平　
野　
　
　
剛

　

	

池　
田　
章　
子

　

	

奥　
村　
修　
計

　

	

小　
宮　
慶　
一

　

	

重　
橋　
照　
久

　

	

堤　
　
　
勝　
彦

　

	

鶴　
田　
誠　
二

　

	

馬　
場　
尚　
之

　

	

林　
　
　
広　
文

建
設
水
道
委
員
会

◎	

麻　
生　
　
　
隆

○	

宮　
崎　
高　
舟

　
	

井　
原　
東
洋
一

　
	

川　
瀬　
隆　
文

　

	
久　
米　
た
だ
し

　

	
筒　
井　
正　
興

　

	

永　
尾　
春　
文

　

	

西　
田　
み
の
ぶ

　

	

野　
口　
三　
孝

　

	

平　
戸　
ト
キ
子

◎	

武　
次　
良　
治

○	

馬　
場　
尚　
之

　

	

池　
田　
章　
子

　

	

源　
城　
和　
雄

　

	

小　
宮　
慶　
一

　

	

佐　
藤　
正　
洋

　

	

重　
橋　
照　
久

　

	

永　
尾　
春　
文

　

	

野　
口　
達　
也

　

	

野　
口　
三　
孝

　

	

深　
堀　
義　
昭

市
庁
舎
・
支
所
機
能
再
編
検
討

◎	

平　
戸　
ト
キ
子

○	

宮　
崎　
高　
舟

　

	

浅　
田　
五　
郎

　

	

麻　
生　
　
　
隆

　

	

浦　
川　
基　
継

　

	

奥　
村　
修　
計

　

	

川　
瀬　
隆　
文

　

	

久　
米　
た
だ
し

　

	

中　
村　
照　
夫

　

	

西　
田　
み
の
ぶ

　

	

山　
本　
信　
幸

ま
ち
な
か
整
備
対
策

◎	

向　
山　
宗　
子

○	

堤　
　
　
勝　
彦

　

	

五　
輪　
清　
隆

　

	

井　
原　
東
洋
一

　

	

岩　
永　
敏　
博

　

	

梅　
原　
和　
喜

　

	

梶　
村　
恒　
男

　

	

中　
村　
俊　
介

　

	

林　
　
　
広　
文

　

	

平　
野　
　
　
剛

観 

光 

振 

興 
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２
月
定
例
会
中
に
委
員
会
審
査
を
行
っ
た

陳
情
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
神
浦
中
学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

▼
「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い

こ
と
」
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
２
月
定
例
会
で
、
次
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
小　
宮　
慶　
一　
氏

　
　
　
　
西　
田　
み
の
ぶ　
氏

　
▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
　
　
　
松　
延　
　
　
裕　
氏
（
新
任
）

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
濵　
田　
み　
さ　
氏
（
新
任
）

　
　
　
　
三　
浦　
武　
志　
氏
（
再
任
）

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て�

（
３
月
18
日
）

　
本
市
議
会
か
ら
、
麻
生　
隆
議
員
、
宮
崎

高
舟
議
員
が
長
崎
県
南
部
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
付
で
、
明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

（
10
名
）
の
代
表
者
に
佐
藤
正
洋
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
政
策
立
案
及
び
提
案
の
能
力
向
上

を
支
援
し
、
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

議
員
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

講
師
に
全
国
市

議
会
議
長
会
の

本
橋
謙
治
氏
を

招
い
て
、
政
務

活
動
費
及
び
地

方
議
会
改
革
に

つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

陳
　
　
情

会
派
代
表
者
の
変
更

議
　
員
　
研
　
修

人
　
　
事

議 

員 

の 

選 

挙

市議会ホームページをリニューアルしました !!市議会ホームページをリニューアルしました !!

　ホームページのデザイン及びページ構成を一新し、より見やすく、探したい情報に簡単にたど

り着けるようになりました。

　今後も市議会の取り組みについて、情報発信を行いますので、ぜひご覧ください。

掲載情報を一覧にまとめて、
見やすく配置

【そのほかの便利な機能】
・文字の大きさの変更、よみがな
表示など閲覧補助機能を強化
・「お知らせ」欄で最新の市議会
情報を掲載

URL  http:// www.city.nagasaki.lg.jp/gikai/index.html

６月定例会の予定

 6月

7日（金）本会議（招集日）
12日（水）

一般質問（個人）13日（木）
14日（金）
17日（月）
18日（火）

常任委員会19日（水）
20日（木）
21日（金）
24日（月）特別委員会
26日（水）本会議（最終日）

※日程は変更になる場合があります。


